
1%支援制度特集

締
め
切
り
は7
月13

日［
月
］（
消
印
有
効
）で
す
。

差
出
有
効
期
間

平
成
27年

10月
31日

ま
で

6268

【勤めている方】
（平成26年または27年度）
特別徴収税額の通知書の

【自営業の方など】
（平成26年または27年度）納税通知書の通知書番号

【勤めている方】
（平成26年または27年度）
特別徴収税額の通知書の

【自営業の方など】
（平成26年または27年度）納税通知書の通知書番号

１％支援制度は判りやすい制度だと思いますか。 （　は　い　・　いいえ　・　どちらともいえない　）問 1

税への関心は高まりましたか。 （　は　い　・　いいえ　・　どちらともいえない　）問 2

今後も市民活動（ボランティア活動）への支援は重要だと思いますか。（　は　い　・　いいえ　・　どちらともいえない　）問 3

１％支援制度は判りやすい制度だと思いますか。 （　は　い　・　いいえ　・　どちらともいえない　）問 1

税への関心は高まりましたか。 （　は　い　・　いいえ　・　どちらともいえない　）問 2

今後も市民活動（ボランティア活動）への支援は重要だと思いますか。（　は　い　・　いいえ　・　どちらともいえない　）問 3

下の用紙は、家族のなかに納税者が2人以上いる場合にお使いください。
●記入後、中央の点線で2つに折って1人目用の封筒に同封してください。　※記入方法は、裏面（11面）を参照してください。
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に
必
要
事
項（
４
面
上
段
参
照
）と
参

加
者
全
員
の
生
年
月
日
を
書
き
、６

月
11
日（
木
）必
着
で
市
川
市
薬
剤

師
会（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
３

の
１
の
１
）

☎
７
０
０・３
７
０
０
同
会

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

市
民
公
開
講
座

「
介
護
保
険
制
度
改
正
と
市
民
参

加
の
意
義
」

６
月
27
日（
土
）午
後
１
時
～
３
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

先
着
50
人

☎
３
２
２・６
７
０
０
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

（
男
女
共
同
参
画
課
）

♦
♦
♦

身
体
の
中
か
ら
若
返
ろ
う

～
生
活
習
慣
改
善
講
座

【
糖
尿
病
編
】

糖
尿
病
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、生

活
習
慣
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

せ
ん
か
。（
全
２
回
）

７
月
３
日（
金
）・10
日（
金
）、い
ず

れ
も
午
後
１
時
10
分（
受
け
付
け
は

10
分
前
）～
４
時

保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤
の
方
、先
着
80

人
２
日
目
の
み
１
０
０
円
程
度

☎
３
７
７・４
５
１
１
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

認
知
症
介
護
の
講
演
会
と

家
族
交
流
会

６
月
17
日（
水
）①
午
後
１
時

～
２
時
／
講
演
会「
認
知
症
介
護
に

つ
い
て
」②
午
後
２
時
15
分
～
３
時

30
分
／
交
流
会「
認
知
症
家
族
介

護
者
の
集
い
」

大
野
公
民
館

先
着
30
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
市
川
あ
さ
ひ

荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
の
方
や
家
族
を
見
守
る
た

め
の
講
座
。

６
月
23
日（
火
）午
後
１
時
～
２
時

30
分信

篤
公
民
館

先
着
20
人

☎
３
２
７・５
４
９
７
ホ
ワ
イ
ト
市

川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

先
着
20
人

☎
３
２
７・５
４
９
７
ホ
ワ
イ
ト
市

川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

介
護
を
快
互
に 

ベ
ッ
ド
か
ら
の

移
乗
と
排
泄
介
助
を
学
ぼ
う

６
月
30
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

中
央
公
民
館

先
着
20
人

☎
３
３
７・１
２
３
２
清
山
荘
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー（

介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

犬
の
無
料
し
つ
け
方
教
室

６
月
21
日（
日
）午
前
10
時
、６
月

27
日（
土
）午
後
３
時

塩
浜
ド
ッ
グ
ラ
ン

市
川
市
ド
ッ
グ
ラ
ン
会
員
の
み

☎
０
９
０・２
４
２
８・８
６
７
７
星

野
☎
７
０
４・０
２
５
４
環
境
保
全
課

♦
♦
♦

市
川
市
同
行
援
護
従
業
者

養
成
研
修

移
動
に
著
し
い
困
難
を
伴
う
視
覚

障
害
者
な
ど
の
外
出
に
同
行
す
る

際
に
必
要
な
知
識・技
術
を
学
び
ま

す
。お
持
ち
の
資
格
に
よ
り
免
除
さ

れ
る
科
目
あ
り
。

７
月
７
日（
火
）・８
日（
水
）・28
日

（
火
）・29
日（
水
）、い
ず
れ
も
午
前
９

時
～
午
後
５
時

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤
で
全
４
日
間
出

席
で
き
る
方
、抽
選
で
40
人

３
，０
０
０
円
程
度（
テ
キ
ス
ト・ア

イ
マ
ス
ク
代
）

封
書
に
資
格
証
の
写
し
、返
信
用

の
あ
て
先
を
書
い
た
は
が
き
、生
年

月
日
と
必
要
事
項（
４
面
上
段
参

照
）を
書
き
、６
月
19
日（
金
）必
着
で

障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
２
７
２・０
０
３
２
大
洲
１
の
18
の

１
）☎

３
７
０・１
８
７
１
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

市
川
市
薬
剤
師
会
バ
ス
ツ
ア
ー

東
京
都
薬
用
植
物
園・自
家
製
豆
腐

ゆ
ば
会
席
と
酒
蔵
見
学
。

６
月
21
日（
日
）午
前
８
時
市
役

所
前
出
発

20
歳
以
上
の
方
、抽
選
で
40
人

３
，０
０
０
円（
昼
食・保
険
代
含

む
）往

復
は
が
き
に（
１
枚
２
人
ま
で
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

知
っ
て
る 

施
設
介
護
の
あ
れ
こ
れ

～
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
～

各
施
設
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
担

当
者
を
講
師
に
招
き
、サ
ー
ビ
ス
の

内
容
や
費
用
を
紹
介
し
ま
す
。

６
月
22
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

先
着
70
人

☎
３
２
０・３
１
０
５
大
洲
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

て
る
ぼ
サ
ロ
ン
よ
り
み
ち
主
催・

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

６
月
18
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
正
午

ヘ
ー
ベ
ルハ
ウ
ス
市
川
八
幡
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ

（
八
幡
３
の
20
の
２
）

先
着
15
人

☎
３
７
６・３
２
０
0（
一
財
）市
川

市
福
祉
公
社
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

家
族
介
護
教
室

「
介
護
者
の
た
め
の
腰
膝
ラ
ク
チ

ン
ま
っ
た
り
体
操
」

６
月
22
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

中
央
公
民
館

先
着
20
人

☎
３
７
６・３
２
０
０（
一
財
）市
川

市
福
祉
公
社
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

家
族
介
護
者
の
た
め
の

大
人
の
オ
ム
ツ
交
換
講
習
会

６
月
16
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～

３
時香

取
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

先
着
10
人

☎
３
５
９
・２
２
１
１
香
取
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

介
護
の
基
本
を
学
ぼ
う

～
楽
な
介
助
で
自
立
生
活
支
援

（
基
本
と
立
ち
上
が
り・移
乗
編
）～

６
月
19
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

中
央
公
民
館

と
生
年
月
日
を
書
き
、保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当（
〒
２
７
２・０
０
２
３

南
八
幡
４
の
18
の
８
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
同
担
当

♦
♦
♦

介
護
老
人
保
健
施
設
及
び

介
護
老
人
福
祉
施
設
の

事
業
者
公
募

市
で
は
、平
成
28
年
度
開
設
分
の
介

護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
老
人

福
祉
施
設
を
整
備
運
営
す
る
事
業

者
の
公
募
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
５
１
福
祉
政
策
課

♦
♦
♦

歯
の
イ
キ
イ
キ
相
談

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相
談
。

７
月
３
日（
金
）／
南
行
徳
保
健

セ
ン
タ
ー
、７
月
24
日（
金
）／
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

40
歳
以
上
の
方

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間

６
月
は「
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進

月
間
」で
す
。動
物
を
適
切
に
飼
い
ま

し
ょ
う
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☎
３
７
７・１
１
０
３
市
川
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）、☎

０
４
７
６・９
３・５
７
１
１
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
、☎
０
４・７
１
９
１・ 

０
０
５
０
同
東
葛
飾
支
所
、☎

０
４
３・２
１
４・７
８
１
４
県
動
物

保
護
管
理
協
会
、
☎
７
０
４・

０
２
５
４
環
境
保
全
課

♦
♦
♦

歯
周
疾
患
検
診

今
年
度
30
歳・40
歳・50
歳・60
歳・70

歳
に
な
る
４
～
７
月
生
ま
れ
の
方
に

受
診
券
を
発
送
し
ま
し
た
。受
診
券

が
届
き
次
第
、早
め
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。市
内
に
転
入
さ
れ
た
方
や
、

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
診
期
間 

６
月
１
日
か
ら
３
カ
月

間
歯
周
疾
患
検
診
指
定
歯
科
医
院

〈
今
後
の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

健
康
・
福
祉

 
お
知
ら
せ

♦
♦
♦

愛
の
献
血

６
月
12
日（
金
）午
前
10
時
～
11

時
45
分
、午
後
１
時
～
４
時

JR
武
蔵
野
線
市
川
大
野
駅
前

☎
０
４
７・４
５
７・０
７
１
１
千
葉

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

結
婚
50
周
年
の
夫
婦
に
記
念
品

昭
和
40
年
９
月
１
日
か
ら
昭
和
41

年
８
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ

た
夫
婦
お
そ
ろ
い
の
方
へ
、敬
老
の
日

前
後
に
地
域
の
民
生
委
員
を
通
じ

て
結
婚
50
周
年
の
祝
品
を
贈
呈
し

ま
す
。ご
希
望
の
方
は
７
月
17
日

（
金
）ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
０・４
０
０
１
同
協
議
会

♦
♦
♦

早
期
発
見
の
た
め
の

口
腔
が
ん
検
診

１
次
検
診
＝
問
診・診
察・結
果
説

明
。２
次
検
診
＝
１
次
検
診
の
結

果
、必
要
な
方
に
細
胞
診・結
果
説

明
。30

歳
以
上

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

（
指
定
歯
科
医
院
一
覧
表
は
、受
診
券

兼
問
診
票
に
同
封
し
ま
す
。）

１
次
検
診
＝
６
０
０
円
、２
次
検

診
＝
６
０
０
円（
70
歳
以
上
の
方・千

葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者・

非
課
税
世
帯
者
は
無
料
）

は
が
き
に
、「
口
腔
が
ん
検
診
希

望
」、必
要
事
項（
４
面
上
段
参
照
）

生
ま
れ
月

受
診
券
発
送
時
期

８
～
11
月
生
ま
れ

８
月
末

12
～
３
月
生
ま
れ

11
月
末

20

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け

て
行
徳
地
区
は
関
東
随一

の
製
塩
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
塩
に
ま
つ
わ
る

歴
史
は
、歴
史
博
物
館
に
展
示・

保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
も
分

か
り
ま
す
。そ
の
中
か
ら
、今
回
は

一つ
の
写
真
を
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
写
真
は
、約
百
年
前（
大
正
時

代
）の
市
内
の
原
木
地
区
に
お
け

る
製
塩
の
最
終
工
程
時
期
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
。見
え
に
く
い

で
す
が
写
真
に
は
、笊ざ

る

が
塩
田
に

お
か
れ
、煙
突
の
あ
る
釜
屋
と
呼

ば
れ
る
施
設
な
ど
が
写
っ
て
い
ま

す
。こ
の
後
、行
徳
で
は
製
塩
が
廃

止
と
な
り
、撮
影
さ
れ
た
場
所
の

開
発
が
進
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
大

正
時
代
か
ら
、さ
ら
に
約
百
年
前

の
享き

ょ
う

和わ

元
年（一八
〇一）の
六
月

十
九
日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
伊

能
忠
敬
が
行
徳
を
訪
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
伊
能
忠
敬
の
測
量
日

記
で
確
認
で
き
ま
す
。周
知
の
よ

う
に
伊
能
忠
敬
は
、日
本
中
を
測

量
し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、行

徳
を
訪
れ
て
い
て
も
決
し
て
お
か

し
く
な
い
わ
け
で
す
。そ
こ
で
伊

能
忠
敬
が
、何
を
見
聞
し
た
の

か
、ま
た
地
元
の
人
々
と
の
交
流

な
ど
に
関
心
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。こ
こ
で
、、そ
の一部
を
紹
介

し
ま
す
と
、測
量
日
記
の
六
月

十
九
日
に
は
、船
橋
で
宿
泊
予
定

で
あ
っ
た
が
、日
暮
れ
に
な
り
、行

徳
宿（
本
行
徳
）に
宿
泊
し
、翌
日

の
二
〇
日
に
は
行
徳
を
出
立
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、伊
能
忠
敬
は
、寛か

ん

政せ
い

三
年

（一七
九一）に
行
徳
、特
に
原
木
に

津
波
が
き
た
内
容
を
記
し
て
い
ま

す
。こ
の
津
波
は
、伊
能
忠
敬
が

行
徳
に
訪
れ
る
、約
十
年
前
の
こ

と
で
し
た
が
、あ
え
て
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
注
目
で
き
ま
す
。

　
実
は
、伊
能
忠
敬
が
記
し
た

寛
政
三
年
の
津
波
は
、歴
史
博

物
館
の
所
蔵
史
料
で
も
確
認
で

き
ま
す
。そ
の
津
波
の
詳
細
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、現
在
の
東
京
都

江
東
区
な
ど
で
も
被
害
が
あ
り
、

東
京
湾
岸
に
お
い
て
比
較
的
大

き
な
影
響
が
あっ
た
と
言
え
そ
う

で
す
。

　
伊
能
忠
敬
が
訪
れ
た
時
期
の

原
木
は
、寛
政
三
年
の
津
波
か
ら

約
十
年
後
、ま
さ
に
津
波
被
害
か

ら
復
興
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。今

回
取
り
上
げ
た
風
景
写
真
は
、先

に
述
べ
ま
し
た
が
、製
塩
工
程
時

期
の
も
の
で
、寛
政
三
年
の
津
波

か
ら
約
百
年
後
に
も
あ
た
り
ま

す
。津
波
の
被
害
か
ら
復
興
を
と

げ
、そ
れ
ま
で
製
塩
を
お
こ
な
っ

て
き
た
原
木
地
区
の
風
景
と
し

て
見
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

行
徳
に
や
っ
て
き
た伊能

忠
敬
と
津
波

▲約百年前の製塩風景（原木地区）

江

㉘

金員［3月分］
◎中山馬主協会（2,000,000円）

公園施設［4月分］
◎公園近隣にお住まいの方（逆～ＳＡＫＡＳＡ～、
キリンのぼり、ロッククライミング、丸太ベンチ２基、
安全マット／すぎな公園（中国分１丁目））

善意の花園
ご寄付いただき、ありがとうございました。


